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命平成9年が始まりました.今年はどんな年になる

のでしょうか.今年の干支は丑だそうですが,ゆっ

くりと大地を踏みしめて着実に前に進む年になるの

でしょうか,咋年は地質関連ではトンネル蓼故に始

まり,土石流災害で終わったような気がします.土

石流の災害についてテレビの報道で建設大臣は｢土

質･地盤の問題も考慮して今後の安全対策を考えた

い｣と言っておられましたが,地質情報の重要性が

再認識される年になるのでしょうか.

吟しかしながら,地質情報の重要性の再認識が地質

災害がもたらした多くの人命の犠牲の結果であるこ

とは悲しいことです.今年こそ,地質情報が日常生

活に定着する元年であったらと思うこと切なるもの

があります.

命今月は宇宙からの贈り物づくば明石について,そ

の後,解ったことを特集記事としました.犬に隈石

を探させることについては若干の議論がありました

が,話題提供の一つとして載せることにしました.

傘日本人は欧米人と比較して独創性に劣るのはな

ぜかという語を聞いたことがあります.結論的には

農耕民族と狩猟民族の違いであろうとのことです.

農耕民族は定常的に食物が確保されることを最善と

し,確実な栽培法を継承し,失敗する危険性のある

新しい試みは飢えを生じる可能性があるので生活集

団として排除してきたとのことです.狩猟はいつで

も獲物が獲れるどはかぎりませんので色々な工夫を

しなければなりません.そのために,独創性は集団

が生活するために認知されてきたのでしょう.学問

は狩猟民族的で良いのではないかと思っています

ので,色々な記事をお寄せください.

命八木健三先生から神津傲祐先生の故郷を施された

時の記事と自筆のスケッチを寄せていただきました.

分モンゴル草原地帯の地質の語は日本では見るこ

とができない地層について紹介されています.地球

全体の地史を考える時に参考になるかと思います.

命前にも書きましたが,地質学の将来はいかに地質

現象に興味を持つ若い人がどれだけいるかにかか

っています.今月号に桐生高校地学部の紹介記事

をご寄稿していただき大変嬉しく思っています.

がんばれ桐生高校地学部!(有田正史)
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